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　底質環境の悪化によって漁場機能の著しく低下してしまった中海の漁業を、再び活性化させることを目

的として平成４年度からスタートした。

　今年度は主に沿岸の藻場の現況調査を行なった。

１．調査方法

　中海の４地点（東出雲町意東海岸、揖屋干拓地沖（底質改良実証実験区）、大海崎堤防、大根拠東海岸

　（遅江地区）において、潜水によって岸から沖へ向かって水深ごとの藻類の分布状況、底質、その他の生

物の生息状況等を調査した。

　図１に調査海域を示した。
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調査海域図

図２に調査地点の断面図、図３に各調査点で採集した藻類のサンプルを示した。
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　意東海岸は水深が３ｍ程度の遠浅で底質は比較的大きな転石が転がっている地点で、?吟s･一回心7 sp･

（イトグサの一種）、Gracilaria verrucosa（オゴノリ）、Gracilaria bursa-pastoris（シラモhZostera ja-

ρ凹訟7（コアマモ）などが繁茂していた。

　揖屋干拓地沖の底質改良実証実験区は、水深が約2.5m程度の平坦な湖底で、底質は人工的に撒いた砂

の場所で、（陥c心吻佃ａりﾌsl�s（シラモ）が優先して繁茂していた。また砂を撒いたところ以外の地

点では藻類の分布は見られなかった。

　大海埼堤は岸から数１０ｍの地点で水深が６ｍに達し、中海の他の地点に比べて湖底の傾斜が急なとこ

ろである。底質は岸から榛、小石、砂と段階的に変化しており、?o加ゆ加がαsp.（イトグサの一種）、

Gracilariaverrucosa（オゴノリ）、Gracilaria bursa-pastoris（シラモ）ヽZosterajaponica（コアマモ）、

Urya peMusa（アナアオサ）など、比較的種数が多く確認された。

　また、他の生物相も多様で、魚類、甲殻類、二枚貝類など目視観察によって多数確認された。

　しかし水深５ｍ以深ではほとんど藻類はは見られず、貧困な生物層であった。

　大根拠東側の遅江地区地先の海岸では、水深が３ｍ程度の浅い水域で、底質は岩盤、転石といったとこ

ろで調査を行った。藻類はCodium j'agile（ミル）ヽSargassum lhunbergii（ウミトラノオ）、GΓα弛/（）叩必

divaricala（カタノリ）といったどちらかといえば海洋性の強い種が多く、境水道を通って中浦水門から

流れて来る日本海の海水の影響を強く受けている地点であった。
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図２　調査地点断面図
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図３　各調査地点で採集した藻類の標本
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　藻場は生物生産力の高い場所として知られている。それは藻場構成植物によって構成された空間あるい

は付着基質が小動物、付着動物にとって格好の生息場所となっており、またこれらを餌とする魚類が集ま

ってくるからである。このことは藻が良い漁場であると同時に、沿岸水産資源を維持する上で重要である

ことを意味している。また藻場は、水質浄化や底質の安定など、環境形成の面でも重要な役割を果たして

いる。その結果、藻場への関心は、水産学、海洋学といった分野以外に環境化学、海洋工学にも広がりつ

つある。

　今回の中海の４地点での調査の結果、水深の浅いところでは比較的豊かな藻場が形成されていることが

確認された。しかし貧酸素水塊や透明度や底質条件の悪さ等の影響で、水深の深いところでは極めて貧弱

な植物相となっていることが明らかになった。今後は藻場形成の要因となっている、照度、水質、底質、

流れ、各藻類の生活史等を明らかにしつつ、漁場造成、環境保全のための方策を検討していく必要がある。
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